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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
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質
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主
意
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私
は
か
ね
て
よ
り
丸
山
ワ
ク
チ
ン(

以
下｢

Ｓ
Ｓ
Ｍ｣

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
国
会
質
疑
や
、
質
問
主
意
書
の
提

出
を
通
し
、
政
府
の
公
正
な
取
扱
い
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｓ
Ｓ
Ｍ
使
用
患
者
数
は
、
二
十
七
万
五
千 

 

名
。
現
在
の
使
用
者
は
、
年
間
延
べ
十
万
名
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
本
年
開
か
れ
た
第
十
五
回
国
際
癌
学
会
議 

 

(

ハ
ン
ブ
ル
グ)

並
び
に
第
二
十
八
回
日
本
癌
治
療
学
会
総
会(

東
京)

に
お
い
て
も
Ｓ
Ｓ
Ｍ
の
評
価
は
高
い
と
聞
い

て
い
る
。
一
方
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
が
癌
の
治
療
薬
と
し
て
で
は
な
く
、
白
血
球
減
少
抑
制
剤
と
し
て
認
可
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
多
数
の
患
者
・
家
族
か
ら
は
「
他
の
既
存
の
治
療
で
効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、 

 
 

Ｓ
Ｓ
Ｍ
を
使
用
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
認
可
が
お
り
た
場
合
で
も
、
現
在
の
治
験
は
従
来
通
り
継
続

し
て
欲
し
い
。
」
と
切
実
な
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
以
下
の
質
問
を
行
う
。 

丸
山
ワ
ク
チ
ン
の
有
償
治
験
の
延
長
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 
一 
Ｓ
Ｓ
Ｍ
に
つ
い
て
は
、
現
在
な
お
多
数
の
癌
患
者
・
家
族
が
使
用
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を
配
慮
し
、
厚
生

省
は
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
有
償
治
験
の
延
長
を
認
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
そ
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た 

い
。 

二 

Ｓ
Ｓ
Ｍ
と
製
法
等
は
同
一
で
あ
る
が
、
濃
度
が
異
な
り
、
効
能
も
放
射
線
治
療
時
の
白
血
球
減
少
抑
制
で
申

請
さ
れ
て
い
る
品
目
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
品
目
の
現
在
の
審
査
等
の
現
状
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


